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群馬県流域別環境基準維持達成計画（2026-2030）【概要版】  

令和８年３月 群馬県 

１. 計画の概要 

（１） 目的 

・ 県内 7 流域における BOD 汚濁負荷量、発生源別割合及び水質を、現状・将来について推定し、「環

境基準達成に向けた効果的な水質保全対策を明確化」、「発生源対策を担う主体（下水道部局等）の

取組を促進」、「水質保全に関する基礎資料・啓発資料として活用」することを目的としています。  

（２） 計画の期間 

・ 2026年度から 2030年度の 5年間としています。 

（３） 流域分割 

・ 流域は群馬県流域別環境基準維持達成計画（2021-2025）（以下「前回計画」という。）と同様に、利

根川と、利根川に流入する主な支流ごとに 7つに分割し、これらの流域を基本として推計しました。 

 

２. 推計方法 

（１） 排出負荷量について 

・ 流域の汚濁負荷量を算定するため、各汚濁源から水路等に排出される排出負荷量を算定しました。 

・ 排出負荷量の算定は利根川流域別下水道整備総合計画に関する基本方針（以下「利根川流総基本方

針」という。）と同様の方法で、発生源ごとに原単位法という方法で定量化しました。 
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◆利根川流総基本方針と同様に、発生源ごとに排出負荷量を定量化

◆算出方法：原単位法
【例】乳用牛負荷量(g/日) = 乳用牛頭数 x 原単位(g/頭/日)
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（２） 汚濁負荷量の考え方 

・ 定量化した排出負荷量をもとに、各水域を流下する過程で減少する汚濁量を考慮した流達負荷量や

流出負荷量を算出し、環境基準点に流入する汚濁負荷量を推計しました。 

 

３. 流達負荷量の現況と将来推計 

（１） 現況（2023年）流域別流達負荷量 

・ 全県の流達負荷量は約 25,000kg/日となり、利根川中流域が最も多く、次いで烏川流域、矢場川・

谷田川流域となりました。 

・ 流域別の特徴  

・ 山間部（奥利根・吾妻川・神流川）：自然系負荷が 4～6割 

・ 都市部：生活系＋産業系で 8割程度 

 
  

◆流達負荷量：排出負荷量が対象とする水域に到達する量

◆流出負荷量：流達負荷量が水質基点に到達する量

• 流達率：利根川流総基本方針

• 浄化残率：利根川流総基本方針・実測値から推計
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（２） 実績値・前回計画との比較 

・ BOD の実績値（2020–2024）と今回計算値は概ね整合し、水質が再現できていることを確認しまし

た。 

・ 前回計画では 2025年達成率 87.5%と推計しましたが、実績値は 85.0%でした。これは汚水処理率の

伸びが前回想定より鈍化していたことが理由の一つと考えられます。 

 

（３） 流達負荷量-現況・将来比較 

・ 流達負荷量は県全体で約 25,000 kg/日から 約 21,000 kg/日に減少すると予測されました。 

・ 人口減少、汚水処理率向上により生活系・営業系が大きく減少しました。 

・ 自然系は微減、畜産系・施設系は微増、産業系は増加しました。 

 

  

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

広
瀬
橋

月
夜
野
橋

大
正
橋

群
馬
大
橋

福
島
橋

坂
東
大
橋

利
根
大
堰

高
津
戸

赤
岩
用
水
取
水
口

葉
鹿
橋

渡
良
瀬
大
橋

森
戸
橋

藤
武
橋

神
流
川
橋

笂
井
橋

中
島
橋

奥
原
橋

保
泉
橋

早
川
橋

前
島
橋

大
川
合
流
前

古
利
根
橋

泉
大
橋

小
袖
橋

桐
の
木
橋

二
恵
橋

烏
川
橋

岩
倉
橋

中
瀬
橋

鼻
高
橋

鏑
川
橋

浜
井
橋

鎌
倉
橋

観
音
橋

境
橋
落
合
橋

合
の
川
橋

岩
田
橋

新
戸
橋

吾
妻
橋

B
O

D
(m

g
/L

)

＜基準達成率＞
・2020-2024実績値：85.0%（34/40）
・2023計算値 ：82.5%（33/40）
・2025前回推計値：87.5%（35/40）
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（４） 流域ごとの流達負荷量-現況・将来比較 

・ すべての流域で合計負荷量は減少すると予測されました。 

・ 都市部では生活系・営業系の減少により、相対的に他の負荷量割合が増加しました。 

・ 山間部は生活系割合がもともと低く、負荷量割合は大きく変化しない結果となりました。 

 

４. 将来の環境基準達成状況 

（１） BODの環境基準達成状況 

・ 現況（2020–2024平均）では 34/40地点が達成し、達成率は 85.0%です。 

・ 2030年推計では 34/40地点が達成し、達成率は変わらず 85.0%と予測されました。 

水質は改善傾向ですが、達成率は現状維持という結果となりました。 
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（２） 未達成地点の状況 

・ 未達成地点は主に県南東部の利根川中流支川、渡良瀬川支川に集中しています。 

・ 未達成の水域は、荒砥川、粕川、早川下流、休泊川、谷田川、鶴生田川の６水域です。 

 

５. 未達成水域の特徴 

（１） 荒砥川 

・ 畜産系負荷が大きいこと（現況 35％→将来 44%）が特徴で、生活系も割合が高い状況です。 

→ 畜産系・生活系の負荷量を減らすことが必要です。 

 

（２） 粕川、早川下流 

・ 生活系と営業系で約 8割を占めており、一方で畜産系や自然系は少ないことが特徴です。 

・ 生活系は粕川：現況 61％→将来 56％、早川下流：68％→64％です。 

→生活系・営業系の負荷量を減らすことが必要です。 
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（３） 休泊川、谷田川、鶴生田川 

・ 生活系と営業系で約 7割を占めており、産業系も約 3割を占めています。 

→生活系・営業系・産業系の負荷量を減らすことが必要です。 

・ 谷田川・鶴生田川では、上流の城沼の内部生産（植物プランクトン等によって生産される負荷）も

影響考えられており、城沼の内部生産の対策を行っていくことも必要です。 

 

 

６. 対策の方向性 

・ 将来の汚濁負荷量は減少すると推計されていますが、環境基準達成率を向上するには更に削減する

ため、生活系、営業系、産業系、畜産系の排水において以下の対策を進めていく必要があります。 
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７. 参考：BODの実績値（2020–2024）と 2030計算値 

       単位（mg/L） 

水域名 環境基準点 
環境基準 2020 

-2024 

実績値 

基準 

達成 

2030 

計算値 

基準 

達成 類型 基準値 

利根川上流（1） 広瀬橋 AA 1 0.7 〇 0.7 ○ 

利根川上流（2） 月夜野橋 A 2 0.5 〇 <0.5 ○ 

利根川上流（3） 大正橋 A 2 0.9 〇 <0.5 ○ 

利根川上流（3） 群馬大橋 A 2 0.9 〇 <0.5 ○ 

利根川上流（4） 福島橋 A 2 0.8 〇 <0.5 ○ 

利根川中流 坂東大橋 A 2 1.0 〇 0.6 ○ 

利根川中流 利根大堰 A 2 1.0 〇 0.8 ○ 

渡良瀬川上流 高津戸 A 2 0.9 〇 0.6 ○ 

渡良瀬川（1） 赤岩用水取水口 A 2 0.9 〇 0.8 ○ 

渡良瀬川（2） 葉鹿橋 A 2 1.0 〇 1.4 ○ 

渡良瀬川（3） 渡良瀬大橋 B 3 1.9 〇 1.7 ○ 

神流川（1） 森戸橋 A 2 0.6 〇 0.8 〇 

神流川（2） 藤武橋 A 2 1.0 〇 0.6 〇 

神流川（3） 神流川橋 A 2 1.0 〇 0.9 〇 

桃ノ木川 笂井橋 B 3 1.5 〇 0.8 〇 

広瀬川 中島橋 B 3 2.4 〇 2.3 〇 

荒砥川 奥原橋 A 2 4.8 × 3.8 × 

粕川 保泉橋 A 2 2.9 × 2.8 × 

早川上流 早川橋 A 2 1.7 〇 0.7 〇 

早川下流 前島橋 B 3 3.9 × 3.3 × 

石田川上流 大川合流前 A 2 1.8 〇 1.0 〇 

石田川下流 古利根橋 B 3 2.2 〇 2.5 〇 

休泊川 泉大橋 C 5 6.3 × 6.5 × 

赤谷川 小袖橋 AA 1 0.6 〇 <0.5 〇 

片品川上流 桐の木橋 AA 1 0.6 〇 <0.5 〇 

片品川下流 二恵橋 AA 1 0.8 〇 <0.5 〇 

烏川上流 烏川橋 AA 1 0.5 〇 0.7 ○ 

烏川下流 岩倉橋 B 3 2.0 〇 1.7 ○ 

碓氷川上流 中瀬橋 A 2 0.8 〇 1.3 ○ 

碓氷川下流 鼻高橋 B 3 1.4 〇 1.3 ○ 

鏑川 鏑川橋 A 2 1.7 〇 1.0 ○ 

井野川上流 浜井橋 B 3 2.2 〇 2.1 ○ 

井野川下流 鎌倉橋 C 5 2.6 〇 1.9 ○ 

桐生川上流 観音橋 A 2 0.8 〇 1.9 ○ 

桐生川下流 境橋 B 3 1.4 〇 0.9 ○ 

矢場川 落合橋 C 5 2.0 〇 1.6 ○ 

谷田川 合の川橋 C 5 7.3 × 6.2 × 

鶴生田川 岩田橋 C 5 8.5 × 7.7 × 

吾妻川上流 新戸橋 A 2 0.5 〇 0.6 ○ 

吾妻川下流 吾妻橋 A 2 1.1 〇 <0.5 ○ 
  達成地点数 34 34 
  達成率 85.0% 85.0% 

 

 


